































































審査結 果 の 要
巳
日
 著者は,贋高,剣突高,及び乳嚇高等の種々の範囲に脊麻を施行した86例について,その際
 の血圧,尿雄,及びPsp試験の変動を観察し,併せてEPηedr⊥nの注射時のPSP排泄試
 験に及ぼす影響を観察した。叉片側麻痺時のPSP試験を9例に於て施行し,尿量,任肚圧とPS
 P排泄とグ)関係を吟味し,更に青麻成犬6例についても同様にPSP排泄と尿量を険索し,次の
 如き成績を得てむる。
 1)血圧変動の比較的少い低位1ヂ1痺に於て楼PsP初発時間及び総排泄量の変動は比較的軽度
 であろが・鵜卑が剣突高に及べ昌ま,初発時間は2～さ倍に遅延し総排泄量も減少し・乳嚇高麻痺
 と左れば更に著明てある。
 2)EPhedrエn使用例に於ては脳高麻痺までは砥y正常値に近い値を示して為り,剣突高
 以上の尉誕角列に於ても,EPhedrin非使用群に比し初発蒔・膝も与ぐ5～総覧に於ても乳嚇
 高麻痺例をのぞき全般に増i負してお・る。
 5)片側麻痺法を施行し.,残腎側の閥車をが海難1近に腎捌潤を乳堤階調近、一こ調節すれば,残腎
 の支配神経は麻痺されず,しかも止し圧下降奮来たす様になる。その際のPsP試験を行った結果,
 早期に両側圷1輝になった1俵何のぞき初発時間は正常値を示し,叉排泄鍛の平均値はかなり不定
 の値を示している。
 以上のことより著者砿脊株蒔のPSP排泄は腎支配神経∫者騨により減少し,叉EP船d瓦n
 注射により排泄の促進が認められることより脊雌性の腎神潅秋上PeP排泄に対し促進的な意義を
 有するものと思われると述べている。
 以」k斗ピ1二轡のξ汗究とt脊極倒生`つ1弩耕暖釜と『¥機倉薯との1掲係の解1舅に貢1献ず'ることカζ多いと、思わコτ,う{
 障壁寺に脊f斥による手鉾1時巴堵辱機f逗の亘鮮蔓について知ることが多いと∫謬、ゴジ才しる。
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